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関
東
大
震
災
か
ら
百
年

目
と
な
り
、
阪
神
淡
路
大
震

災
か
ら
は
二
十
八
年
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
は
十
二
年
が

経
ち
教
訓
や
記
憶
が
徐
々
に

薄
く
な
ろ
う
と
し
て
い
た
今

年
九
月
八
日
、
日
立
市
内
で

初
め
て
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
●
六
年
前
に

建
替
え
た
市
庁
舎
は
近
く
の
河
川
か

ら
溢
れ
出
た
大
量
の
水
が
地
下
に
入

り
込
み
、
受
電
及
び
非
常
用
電
源
設

備
等
が
水
没
し
て
停
電
。
市
内
各
地

で
床
上
、
床
下
浸
水
が
起
こ
り
多
く

の
市
民
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

一
日
、
一
時
間
あ
た
り
の
雨
量
は
過

去
最
大
を
記
録
し
、
想
定
外
の
水
害

で
学
区
内
で
も
床
上
、
床
下
浸
水
に

よ
っ
て
約
二
〇
世
帯
の
住
民
が
被
害

を
受
け
、
避
難
所
運
営
や
被
災
住
宅

の
巡
回
、
片
付
け
な
ど
を
役
員
で
対

応
し
た
●
今
年
の
夏
は
異
常
気
象
の

影
響
か
ら
平
均
気
温
が
最
高
を
記
録

し
、
災
害
級
の
暑
さ
と
な
り
誰
も
が

連
日
厳
し
い
日
々
を
送
っ
た
。
世
界
各

地
で
大
規
模
な
山
林
火
災
が
同
時
に

発
生
し
多
く
の
焼
失
面
積
と
犠
牲
者

が
出
た
。
日
立
市
で
も
三
十
一
年
前
に

助
川
山
で
山
林
火
災
が
発
生
、
家
屋

二
〇
棟
と
三
二
八
ha
の
山
林
が
焼
失

し
た
●
全
世
界
で
も
地
球
温
暖
化
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
異
常
気
象
で
台
風

等
の
豪
雨
で
観
測
史
上
最
多
の
降
水

量
を
記
録
し
、
浸
水
や
洪
水
等
で
多

く
の
犠
牲
者
や
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。
地
球
上
で
は
人
間
の
勝
手
な
振

る
舞
い
に
よ
っ
て
、
想
定
外
を
想
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
自
然

災
害
が
多
発
し
て
い
る
●
今
回
の
水

害
や
今
ま
で
の
大
震
災
の
教
訓
と
反

省
を
忘
れ
ず
、
家
族
や
地
域
で
話
し

合
い
、
行
政
と
も
連
携
協
力
し
な
が

ら
で
き
る
限
り
災
害
の
未
然
防
止
と

災
害
発
生
時
に
冷
静
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
台
風
シ
ー

ズ
ン
や
地
震
災
害
等
に
も
日
頃
の
備

え
を
万
全
に
し
て
臨
み
た
い
。

　
　
　
　
（
副
会
長　

伊
藤
智
毅
）

九
月
八
日
（
金
）
午
後
五
時
頃
か
ら
線
状
降
水
帯
が
発
生
、
市
内
の
雨
量
は
一
時
間
九
十
七
ミ
リ
、
二
十
四
時
間
二
六
九
ミ

リ
と
な
り
、
日
立
市
の
二
十
四
カ
所
に
避
難
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
六
時
過
ぎ
に
塙
山
小
体
育
館
の
避
難
所
を
当
会
役

員
と
市
担
当
職
員
が
協
働
で
立
ち
上
げ
、
三
世
帯
が
避
難
し
ま
し
た
。
午
後
八
時
過
ぎ
に
床
上
浸
水
地
域
等
の
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
九
日
（
土
）
午
前
七
時
三
十
分
か
ら
当
会
役
員
で
学
区
内
の
被
害
状
況
を
確
認
、
午
後
一
時
三
十
三
分
、
学
区

内
の
床
上
・
床
下
浸
水
、
金
沢
三
丁
目
付
近
の
金
沢
川
氾
濫
状
況
な
ど
を
日
立
市
に
報
告
し
ま
し
た
。

八
日
（
金
）、
市
内
全
域
に
土
砂
災

害
警
戒
情
報
が
出
さ
れ
、
午
後
五
時

過
ぎ
に
避
難
所
開
設
の
情
報
が
防
災

無
線
で
流
れ
ま
し
た
。

市
の
塙
山
小
体
育
館
避
難
所
運
営

担
当
が
、
国
道
六
号
の
渋
滞
で
到
着

す
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
、
当
会
が

管
理
し
て
い
る
鍵
で
体
育
館
を
開
錠
、

到
着
後
、
情
報
収
集
の
た
め
の
テ
レ

ビ
設
置
、
受
付
な
ど
受
け
入
れ
態
勢

が
整
い
、
床
上
浸
水
の
三
世
帯
が
避

難
さ
れ
ま
し
た
。

九
日
（
土
）
午
前
七
時
三
十
分
に

は
避
難
所
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
後
、
当
会
役
員
四
名
で
学
区

茨
城
交
通
で
は
運
行
に
必
要
な
運

転
士
の
確
保
困
難
、
二
〇
二
四
年
四

月
か
ら
の
バ
ス
運
転
士
の
働
き
方
改

革
に
対
応
す
る
た
め
、
支
障
の
少
な

い
便
の
減
便
と
時
刻
変
更
便
で
、
九

月
一
日
か
ら
新
た
に
運
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
確
認
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
塙
山
団
地
中
発

減
便　

８
時
18
分

変
更　

８
時
53
分
↓
８
時
20
分

　
　
　

18
時
43
分
↓
18
時
15
分

■
多
賀
駅
発

減
便　

８
時
30
分

変
更　

20
時
43
分
↓
20
時
22
分

※
当
会
で
は
、
利
用
者
の
利
便
性
の

た
め
の
要
望
を
続
け
て
い
き
ま
す
の

で
、
バ
ス
乗
車
率
の
ア
ッ
プ
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

玄関先の土砂をかき出し（金沢町二丁目）

金沢川が氾濫（金沢町三丁目）

左から鈴木章さん、西村ミチ江会長、

　　　　　　小川春樹市長、園部和郎さん

内
の
被
害
状
況
を
見
て
回
り
、
床
上
・

床
下
浸
水
し
た
住
宅
の
方
や
近
所
の

方
か
ら
情
報
収
集
し
な
が
ら
、
次
に

つ
な
が
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま

し
た
。
地
域
の
方
が
自
発
的
に
集
ま

り
復
旧
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
る
姿

も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
民
生
委
員
は
担
当
の
避

難
行
動
要
支
援
者
の
状
況
を
確
認
し
、

連
絡
が
取
れ
な
い
高
齢
者
は
訪
問
し

て
福
祉
局
へ
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

金
沢
三
丁
目
付
近
の
金
沢
川
の
氾

濫
は
周
辺
の
住
宅
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
想
定
外
の
豪
雨

で
、
川
の
擁
壁
の
樹
木
や
草
丈
の
高
い

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
に
伴
い
、
国

土
交
通
大
臣
か
ら
「
塙
山
学
区
住
み

よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
会
」
に
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
、
八
月
二
十
二
日
（
火
）、

小
川
春
樹
日
立
市
長
か
ら
感
謝
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
伝
達
式
に
は
西

村
ミ
チ
江
会
長
、「
リ
ス
タ
ー
ト
は
な

や
ま
」
の
園
部
和
郎
さ
ん
、
鈴
木
章

さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

塙
山
通
り
の
「
道
路
里
親
」
と
し

て
、「
リ
ス
タ
ー
ト
は
な
や
ま
」
の
清
掃
、

除
草
な
ど
、
長
年
の
美
化
活
動
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
を
継
続
し
て

き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
塙
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
が
、
か
ん
ぽ
生
命
「
ラ

ジ
オ
体
操
優
良
団
体
府
県
等
表
彰
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
、
み
ん
な
の
ラ
ジ
オ

体
操
と
し
て
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

と
共
催
で
ス
タ
ー
ト
。「
夏
休
み
は
ラ

ジ
オ
体
操
で
元
気
に
過
ご
そ
う
」
を

合
言
葉
に
、
サ
ン
サ
ン
ラ
ジ
オ
体
操

と
銘
打
ち
、
個
人
だ
け
で
な
く
グ
ル
ー

プ
で
の
登
録
、
ポ
イ
ン
ト
制
を
導
入
。

賞
品
に
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
チ

ケ
ッ
ト
、
塙
山
郵
便
局
提
供
の
ふ
る

さ
と
便
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
状
伝
達
式
は
九
月
二
十
六
日

（
火
）、
日
立
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

草
な
ど
が
根
こ
そ
ぎ
流
さ
れ
、
下
流

の
障
害
物
に
引
っ
掛
か
り
氾
濫
、
フ
ェ

ン
ス
は
壊
れ
、
土
砂
が
道
路
に
堆
積

し
て
通
行
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。

川
の
傍
の
住
民
等
が
懸
命
に
土
砂

を
取
り
除
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
近
所
で

重
機
で
の
作
業
中
の
業
者
の
方
が
「
自

分
た
ち
の
仕
事
よ
り
、
こ
っ
ち
の
片
付

け
が
先
だ
」
と
、
応
援
に
入
っ
て
く
だ

さ
っ
た
と
の
話
に
大
感
激
。
そ
の
後
、

市
・
県
か
ら
の
重
機
も
入
っ
た
こ
と
で

作
業
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
氾
濫
に
よ
っ
て
床
上
浸
水
で

土
砂
が
家
屋
内
ま
で
入
り
込
ん
だ
家
、

床
下
浸
水
や
庭
に
土
砂
が
堆
積
し

た
家
な
ど
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

元
通
り
に
な
る
に
は
か
な
り
の
時
間

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

塙
山
学
区
は
日
立
市
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
（
洪
水
、
土
砂
災
害
、
津
波

浸
水
）
エ
リ
ア
外
で
す
が
、
今
回
、
内

水
浸
水
想
定
区
域
等
で
二
〇
世
帯
以

上
が
床
上
・
床
下
浸
水
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨

の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、
地
域
の

方
の
情
報
提
供
や
聞
き
取
り
な
ど
を

通
し
て
学
区
内
を
調
査
し
、
塙
山
学

区
の
よ
り
細
か
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
市
と
協
働
し
て
安
全
対
策

に
つ
な
ぐ
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。



住みよい塙山かわら版（2）509 号

広告は地域に密着した効率のよい「かわら版」をご利用ください。1段、1コマ 5,000 円（各種割引あり）

2023 年（令和 5 年）9月 20日（毎月20日発行）

さ
ん
さ
ん
基
金

匿
名
希
望

現
在
高　
　

  

二
、〇
二
一
、一
二
三
円

木曜サロンの受付を担当

火災報知機の再度確認

早起きしてラジオ体操を頑張りました

八
月
十
九
日
（
土
）、
午
前
六
時

五
十
分
か
ら
八
時
ま
で
塙
山
小
で
Ｐ

Ｔ
Ａ
親
子
奉
仕
作
業
が
行
わ
れ
、
地

域
か
ら
も
二
十
四
名
が
応
援
し
ま
し

た
。体

育
館
裏
や
自
然
の
森
、
校
庭
や

職
員
室
前
の
植
え
込
み
等
の
除
草
や

剪
定
を
親
子
・
先
生
方
・
地
域
で
分
担
、

高
学
年
の
児
童
は
一
輪
車
で
刈
り
草

を
集
積
所
へ
何
回
も
運
搬
す
る
な
ど

大
活
躍
で
し
た
。

□
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
社
会
教
育
実
習
生

九
月
七
日
（
木
）、
午
前
九
時
か
ら

午
後
六
時
三
十
分
ま
で
、
茨
城
キ
リ

ス
ト
教
大
学
社
会
教
育
実
習
生
六
名

が
、
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
実
習

と
し
て
、
当
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

木
曜
サ
ロ
ン
、
塙
山
み
ん
な
の
カ

フ
ェ
（
元
気
カ
フ
ェ
＆
子
ど
も
食
堂
）、

塙
山
こ
ど
も
わ
く
わ
く
広
場
な
ど
の

体
験
や
会
議
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し

て
、
多
く
の
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
創
る

塙
山
の
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
を
学
ぶ

九
月
四
日
（
月
）、
塙
山
交
流
セ
ン

タ
ー
で
は
、
正
副
委
員
長
、
事
務
長
、

協
力
員
で
自
衛
消
防
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

調
理
室
か
ら
火
災
が
発
生
し
た
と

想
定
し
、
消
火
器
の
設
置
場
所
の
確

認
や
消
防
署
へ
の
通
報
模
擬
訓
練
な

ど
も
行
い
ま
し
た
。

避
難
訓
練
で
は
、
非
常
口
か
ら
の

避
難
を
す
る
際
の
危
険
箇
所
確
認
と

対
策
、
利
用
者
が
多
い
と
き
、
状
況

に
応
じ
た
安
全
な
避
難
経
路
を
選
択

し
、
慌
て
る
こ
と
な
く
声
掛
け
誘
導

八
月
二
十
五
日
（
金
）
サ
ン
サ
ン

ラ
ジ
オ
体
操
閉
会
と
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

台
風
の
為
二
日
間
中
止
に
な
り
、

三
十
四
日
実
施
し
た
ラ
ジ
オ
体
操
に
、

延
べ
三
千
三
百
十
九
名
が
参
加
し
ま

か
げ
絵
の
幻
想
的
な
世
界

八
月
二
十
四
日
の
木
曜
サ
ロ
ン
は
、

五
十
年
に
わ
た
り
か
げ
絵
の
公
演
活

動
を
し
て
い
る
、
か
げ
絵
同
好
会
五

名
に
よ
る
「
桜
児
物
語
」
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

郷
土
の
歴
史
を
取
材
し
、
脚
本
か

ら
書
き
上
げ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
、

常
陸
国
（
現
在
の
茨
城
県
岩
瀬
町
）

を
舞
台
に
、
生
き
別
れ
た
母
と
子
が

桜
満
開
の
常
陸
の
国
で
再
会
す
る
物

語
で
し
た
。
人
形
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
と

て
も
繊
細
で
美
し
く
、
か
げ
絵
の
世

界
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

し
た
。

最
終
日
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
ラ
ジ

オ
体
操
連
盟
の
及
川
謙
治
さ
ん
、
裕

子
さ
ん
の
指
導
で
基
本
を
学
び
ま
し

た
。閉

会
と
表
彰
式
で
は
、
西
村
和
文

代
表
理
事
が
「
及
川
先
生
の
指
導
で

正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
元
気
で
規
則
正
し
い
生
活
が
で

き
た
」
と
挨
拶
。
協
力
団
体
の
塙
山

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
加
藤
博
之
さ
ん
、
来

賓
の
塙
山
小
学
校
長
川
﨑
博
文
さ
ん
、

日
立
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
社

会
教
育
主
事
神
山
智
恵
美
さ
ん
の
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

□
サ
ン
サ
ン
賞
（
欠
席
〇
〜
二
日
）

　

子
ど
も
三
十
五
名

　
（
賞
状
、
図
書
カ
ー
ド
千
円
）

□
早
起
き
賞
（
欠
席
三
〜
五
日
）

　

子
ど
も
七
名

　
（
賞
状
、
図
書
カ
ー
ド
五
百
円
）

□
健
康
賞
Ａ
（
欠
席
〇
〜
二
日
）

　

大
人
二
十
四
名（
45
ℓ
ご
み
袋
二
袋
）

□
健
康
賞
Ｂ
（
欠
席
三
〜
五
日
）

　

大
人
五
名
（
45
ℓ
ご
み
袋
一
袋
）

□
参
加
賞

牛
乳（
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
）

ジ
ュ
ー
ス
（
日
立
塙
山
郵
便
局
長

　
　
　
　
　
　

江
橋
靖
雄
さ
ん
提
供
）

今
年
度
も
塙
山
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
塙
山

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
当
会
各
局
や
塙

山
学
区
健
康
づ
く
り
推
進
員
が
ラ
ジ

オ
当
番
を
行
い
ま
し
た
。

塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
で
は
、

健
康
維
持
の
た
め
、
誰
で
も
気
軽
に

で
き
る
ラ
ジ
オ
体
操
「
自
宅
で
ラ
ジ
オ

体
操
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

登
録
制
で
専
用
カ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
の
で
、
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ

さ
い
。

機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

□
日
立
市
新
任
職
員
研
修
生
が
五
名

今
年
も
日
立
市
新
任
職
員
研
修「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
体
験
」
が
、
居
住

地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
二
日
間
行
わ
れ
、

当
会
は
五
名
の
研
修
生
を
受
け
入
れ

ま
す
。

八
月
八
日
（
火
）
の
打
ち
合
わ
せ

に
続
き
、
十
月
十
二
日
（
木
）
は
塙

山
学
区
の
活
動
や
地
域
課
題
の
解
決
、

木
曜
サ
ロ
ン
や
福
祉
会
議
、
わ
く
わ
く

広
場
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
参
加
、
ハ
イ

ゼ
ッ
ク
ス
袋
で
の
炊
飯
の
練
習
、
十
月

二
十
一
日
（
土
）
は
塙
山
学
区
防
災
訓

練
に
参
加
、
五
年
生
の
炊
き
出
し
訓

練
を
指
導
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
今
後
の
市

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
協
働
に
活
か
さ
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

30
九
月
二
十
四
日
（
日
）
〜
十
月
一

日
（
日
）
ま
で
、
日
立
市
で
は
地
域
の

草
刈
り
や
ご
み
拾
い
等
の
「
ひ
た
ち
・

く
さ
ゼ
ロ
大
作
戦
」
を
実
施
し
ま
す
。

道
路
や
公
園
な
ど
の
清
掃
で
出
た

草
ご
み
・
燃
え
る
ご
み
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
公
用
袋
（
無
償
）
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
公
用
袋
は

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
公
用
袋
は
燃
え
る
ご
み

集
積
所
に
、
燃
え
る
ご
み
の
回
収
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

す
る
こ
と
、
問
題
点
が
あ
っ
た
場
合
、

ど
う
改
善
し
た
ら
一
番
安
全
か
を
話

し
合
い
、
実
行
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

「
万
が
一
」
に
備
え
て
の
自
衛
消
防

訓
練
を
こ
れ
か
ら
も
実
施
し
ま
す
。

次
回
は
来
年
三
月
に
予
定
し
て
い

ま
す
。


